
令和７年度実績・令和８年度取り組み

①住民主体の通いの場（元気な身体づくり隊）
②高梁市介護支援専門員研修会
③いきいき生活サポート事業
④住民主体の通所型サービスB
⑤通所付添サポート事業

①住民主体の通いの場

元気なからだつくり隊

令和６年度 ２３グループ （３５７人）
令和７年度 ２３グループ （３１２人）
令和８年度目標 ２５グループ（９期計画）

活動への支援
・体力測定実施
・交流会（10月）、研修会（3月）の実施
・新たな体操紹介（運動指導士派遣、DVD貸出）
・週1回開催で6カ月継続などの条件を満たした介護予防活動団体へ、活動補
助（上限38,000円）と構成員補助（65歳以上1人100円）を合わせた助成

・生活支援コーディネーターと共に新規グループ、登録員の増加への働き掛け



②令和７年度 高梁市介護支援専門員研修会

重 点 目 標
高齢者が住み慣れた地域で尊厳ある生活を送ることができるよう、専門的知識の取得
及び自立支援に資するケアマネジメントの視点を磨く

月日・時間 内 容 講 師

第
1
回
目

６月２０日（金）
  13:30～15:30
対象：高梁市内の

  ケアマネ

テーマ
「ケアマネ業務の悩みどころ－業務範囲を考えよう」

講義・演習
参加者：３０名

高梁ひまわり基金法律事務所
弁護士 水谷 寛 先生

第
2
回
目

１０月１６日（木）
  14:00～16:00
対象：高梁市内の
  ケアマネ

テーマ
「認知症高齢者の多職種参加の事例検討」
講義・演習

※高梁・新見地域認知症疾患医療センター
地域連携会議との合同研修会

参加者：５２名

第
3
回
目

３月１6日（月）
  13:30～16:00
対象：高梁市内の

  ケアマネ

テーマ「防災に関する講話及び演習」

参加者：２２名 高梁市危機管理課

令和８年度 高梁市介護支援専門員研修会予定
月日・時間 内容 講師

第
1

回
目

９月７日（月）
13:00～14:30

対象：市内ケアマネ

テーマ
「防災に関する講話及び演習」
（地震体験・煙体験・庁舎内見学等）

高梁市消防本部予防課職員

第
2

回
目

１２月１１日（金）
対象：市内ケアマネ

テーマ
「認知症高齢者の多職種参加の事例検討」
講義・演習

※高梁・新見地域認知症疾患医療センター
地域連携会議との合同研修会

第
3

回
目

3月頃
対象：市内ケアマネ

テーマ「高齢者虐待について」 特別養護老人ホーム
グリーンヒル順正
施設長代理 草野 貴史氏

37名



③いきいき生活サポート事業

〇ボランティア養成講座
開 催 ５回全５５時間（令和３年度～令和７年度）
修了者数 ５６名

○いきいき生活サポーター
登録数 ３３名（令和８年４月１日時点）

○利用実績
延べ利用回数 ３０１回
延べ利用人数 １３人
利用継続中 １人（令和８年４月時点）

いきいき生活サポート事業

〇ボランティア養成講座の見直し
開催会場 高梁総合文化会館

→有漢会場や成羽会場
開催日程 １日程

→２日程（A日程・B日程）
開催時間 １回１０時間（２時間×５日）

→５時間（２日）

受講者・利用者の伸び悩み
利用継続中 １人（令和８年４月時点）



市区町村が運営する介護予防・日常生活支援総合事業において、

地域の住民やボランティアなどが主体となって提供する「助け合い」

のサービスです。

専門職による通常の介護サービスと異なり、地域の支え合い活動を

推進・支援する目的があります。

④総合事業における「サービスB（訪問型・通所型）」

サービスBには、主に以下の2種類があります。

１ 通所型サービスB（通いの場）
有償・無償のボランティアなどが定期的に開催する自主的な「通いの場」とその参加支援。

・サービス内容：趣味活動、地域の住民同士の交流、軽い体操や介護予防活動など。
・対象者 ：主に要支援1・2の認定を受けた方、または基本チェックリストで

「事業対象者」と判定された方など。

２ 訪問型サービスB（生活支援）
地域の住民を主体とするボランティア団体などが、高齢者の自宅を訪問して行う生活援助。

・サービス内容：身体介護を伴わない「ちょっとした困りごと」の支援。
（例：ゴミ出し、電球交換、話し相手、簡単な買い物代行、洗濯など）

・対象者 ：通所型と同様、要支援認定者や総合事業対象者など。

総合事業における「サービスB（訪問型・通所型）」



通所型サービスＢ （住民主体による運営）

サービス 
内容

①住民主体による多様な支援（体操、運動、趣味活動、交流、会
食）等
②週1回以上、1日2時間以上の開催
⇒コミュニティカフェに体操を加えるイメージ

対象者
○要支援者１・２、事業対象者の認定を受けた高齢者
〇上記以外で通所型サービスBの利用が必要と思われる方

運営費用
市町村の補助金（助成） 
※補助対象経費は介護予防活動に対する経費に限る

利用者負担額 団体で定める（食事代等の実費は利用者が負担）

基準 個人情報の保護等の最低限の基準 、専門職は不要

サービス 提供者 住民ボランティア主体（有償、無償ボランティア）

通所型サービスB

〇住民主体（ボランティア）による自主的な通いの場
〇市内３団体が実施中

・高梁地域：「ホッと広場たかはし」 令和７年３月２７日開所
・巨瀬地域：「もくもくDAY」 令和２年１０月１日開所
・有漢地域：「うかん気楽会」 令和５年３月２９日開所

〇実施内容
住民ボランティアによるロコモ予防体操やレクリエーションを通じた
介護予防サービスを提供



⑤

『通所付添サポーター養成人数』

〇通所付添サポーター数：193人 （Ｒ８.４.１時点）

※平均年齢…約68.8歳

『通所付添サポート事業 実施団体（１０地域）』

１ 高梁「ホッとたかはしお助け隊送迎サポート班」

２ 津川「きのりんサポート」

３ 巨瀬「巨瀬町通いの場２０２０」

４ 中井「ほうこくんつきそい隊」

５ 落合「あいあいサポート隊」

６ 川上「かわかみお出かけ隊」

７ 川面「ソルティール川面」

８ 松原「松原にこにこサポート」

９ 有漢「つきそい隊うかん」 

１０高倉「たかくらエスコート隊」（令和8年3月18日開始）
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